
社会で求められる力は、
①自分の弱いところ（困っていること）が分かること
②弱いところを克服しようと頑張ること、苦手なことやできないことをできるように努力すること
③その上で、配慮してほしいことを周りに伝える（相談する）こと です。

すぐに「大丈夫です」という人は、心配です。

進路だより
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進路支援部

特別支援学校 就労支援セミナー ９月１１日（火）

本校では、将来の社会生活の基礎となる「基本的生活習慣」「生活に必要な基礎的な学力や運動能
力」「社会性」などの育成を目指して、日々の学習に取り組んでいます。高等部では、「すてきな社会
人」を合言葉に、一人一人が自分に合った進路先を選び、社会に出たときに、楽しく充実した生活を送
ることができるように、系統的に進路学習を進めています。

高等部１，２年生を対象に、富山労働局主催の就労支援セミナーがあり、「働くために～在学中に
がんばってほしいこと～」「保護者の役割」「地域における障害者雇用の現状」について話を伺いまし
た。保護者の方の参加も多数ありました。

砺波障害者就業・生活支援センター 主任就業支援ワーカー 今井 敦文 氏より

働くためには、①生活する力 ②働く人としての力 ③仕事をする力 の３つの力が必
要です。中でも、長く働き続けるためには「生活する力」が大切です。

①生活する力

③仕事をする力

②働く人としての力

③仕事をする力

「仕事に対して本気であること」
・ 指示に従う
・正確な作業をする
・遅れずに作業できる

②働く人としての力

「仕事に対してやる気であること」
・時間、きまりを守る
・病気以外で休まない
・体力がある
・自分で通勤できる
・コミュニケーションがとれる
・注意されたら素直にきける
（怒らない、すねない）

・家族や友達と仲良くできる

①生活する力

「いつも元気であること」
・清潔な身だしなみ
・家の仕事をする
（家庭の中で役割をもつ）

・お金の大切さが分かる
・休日に楽しむ趣味がある

身の回りのことを自分ですること、
集団の中でルールを守って活動すること、
お手伝いを続けることなど、小学部や
中学部で学習していることが、
将来につながっています。

ウエルシアオアシス株式会社 支援教育コーディネーター 岩上 厚子 氏より

実習生を実際に受け入れて、①体力を付けてほしい ②家族の協力は不可欠
③コミュニケーション力が大切（挨拶やスタッフとの雑談）であると感じました。



【福祉サービス事業所での就業体験】

＜協力事業所＞
福祉作業所 南天桐 株式会社151Ａ self－Ａ
株式会社ORION ジュピター 株式会社OASIS オアシス砺波
株式会社EACH ONE 新の葉 株式会社ダイエードリームライツ ワンダーランド
マーシ園八乙女 マーシ園すてっぷ
福祉作業所 庄川 福祉作業所 油田
福祉作業所 エルハート城端 福祉作業所 フレンドハウス福光
みんなの台所 城端 花椿めるへん
花椿あおぞら 花椿きらめき
マーシ園木の香 新生苑
いみず苑 セーナー苑 萌黄

前期就業体験報告

本校の卒業生の進路先は、大きく分けて企業就労と福祉サービス利用があります。高等部２、３年生
では、主体的に自身の進路について考え、自分の良さを生かした進路選択ができるように、６月と１１月
に企業就労や福祉サービスでの就業体験をしています。前期就業体験の様子をご紹介します。



【一般企業での就業体験】

＜協力事業所＞
病院医療法人社団修和会 葵の園・なんと 医療法人社団松風会 松岡病院
株式会社メフォス 北陸事業部 富山支店 砺波誠友病院
株式会社JAライフ富山 Ａコープおやべ店 株式会社スギタニ
株式会社 柿里商店 クスリのアオキ福野店
糀ASOBI

こんなときどうする？
働き始めて困らないためにも、様々な場面を想定して対処法を家庭で話し合ったり、
確認する場を設けたりしましょう。

Ｑ１
働いているＡさんは、仕事の指示を受けました。
指示されたことで分からないことがあったのです
が、「はい」と返事をして、作業を続けました。

こんなときどうしたら良いでしょうか？

Ｑ２
品出しをしようとしたら、手の指にあかぎれが
ありました。血が出ていましたが、「大丈夫で
す」と言って品出しを続けました。

こんなときどうしたら良いでしょうか？



先輩と語ろう・先輩保護者と語ろう ８月２１日（火）

卒業して頑張っている先輩と、先輩の保護者、進路先の方をお招きして、どのように進路先を選ん
だか、仕事をする上で大切なことは何か・・・など、悩みに答えていただくと共に、進路決定に向け
てアドバイスをいただきました。

先輩保護者、進路先の方との座談会

Ｑ 今の進路先を選んだ理由は？

Ａ（鋤田さん）家からの距離が近いこと、本人が
強く希望したことです。

（藪さん） 本人の体調を考慮しました。
（田島さん）本人の働きたい意欲が高かったので、
志貴野苑を紹介しました。

Ｑ 卒業後、変化したことは？

Ａ（鋤田さん）普段の生活に落ち着きが出てきて、

気持ちが安定しているように感じます。
（藪さん） 電車や移動支援を使って一人で出か
けたり、友達と遊んだりするようになりました。

藪先輩へのインタビュー

Ｑ どこで働いていますか？

Ａ 月曜日は「つくしの家といで」、火曜日は
「志貴野ホーム障害者福祉センター」で、
製作活動やカラオケ、書道などを楽しんでい
ます。水、金曜日は「志貴野苑」でアルミ
サッシの角当てを折る仕事やパソコンで文書
入力の仕事をしています。

Ｑ 休みの日は何をしていますか？

Ａ 友達と食事やカラオケに行ったり、一人で電
車に乗ってイオンへ行ったりしています。

Ｑ 今、一番頑張っていることは？

Ａ 休まないことです。
そして、週5日、働けるようになりたいです。

後輩に向けてアドバイス
社会へ出たら、人とのつきあい方は
大切です。会社や施設で頼れる人を
探しましょう。困ったときは、メモ
に書いて見せたり話したりして、相
談しましょう。

進路先の方からのアドバイス
休まないこと、明るく挨拶をすること
が一番大切です。

Ｈ２８年度卒業生 鋤田 侑士 さん（特定非営利法人はっぴーファーム）
Ｈ２７年度卒業生 藪 淳司 さん（志貴野ホーム障害者福祉センター、志貴野苑）
卒業生保護者 鋤田さん保護者、藪さん保護者
進路先の方 特定非営利法人はっぴーファーム 職業指導員 千田 進弘 さん

志貴野ホーム障害者福祉センター 主任生活相談員 田島 美鈴 さん

鋤田先輩へのインタビュー

Ｑ どんな仕事をしていますか？

Ａ 小松菜や水菜の運搬、播種、定植、ベッドや
ラック洗いなどです。

Ｑ 昼休みは何をしていますか？

Ａ 会社の人と世間話をしています。

Ｑ 仕事で大変なことは何ですか？

Ａ ハウス内が、夏は暑く（40度以上）、冬は
寒いことです。

Ｑ 仕事をして良かったことは？

Ａ 給料がもらえること、欲しいものが買えるこ
とです。

後輩に向けてアドバイス
休まないこと、教えてもったことを
覚えることが大切です。

仕事見学会 ９月１１日（火）

特別支援学校の生徒と企業の経営者、社
員が触れ合う機会をもち、お互いの理解を
深めようという中小企業家同友会の企画に、
希望者が参加しました。会社見学の後、仕
事を体験させていただきました。

株式会社 木香美・服部
組み細工を体験しました。

株式会社
ロンウッド
バットみがきを
体験しました。


